
知床100㎡ 運動地の

さいとう しんいちろ う
1942年横浜市 に生 まれ、

伊勢原市 に育つ。

北海道大学農学部林学

科卒業。同大学院農学研

究博士課程中退。専攻は

環境創造 ・治山 ・森林生

態 ・樹木形態。現在、北

海道立林業試験場防災科

長。

森林復元の試み

斎藤新一郎

ま

え
が

き

知
床

一
〇

〇
平

方
層
運

動

地
を
初

め

て
見

た
と

ぎ
、
筆

者

は
、

「
運
動

」

の
意

義

を
高

く
評
価

し

た
が
、

そ

の
成
果

が

余

り

に
不
十

分

で
あ
る

こ
と

に
も
注

目

せ
ざ

る
を

え
な

か

っ

た
。

そ
し

て
、

独
自

に
現

地
調

査

を
し

て
き

た
。

そ

の
後

、
午

来
町

長

に
な

っ
て
、
斜

里

町
依
頼

の
調
査

研

究
事

業

「
森
林

復

元
に
関

す

る
調
査
」

(
一
九

八

八
～

九
〇

年

)
が
起

こ
さ
れ
、

そ
れ

を
、

北
海

道
自

然
保
護

協
会

が
受

託

し

、
会

員

か

つ
運
動

参

加
者

の
筆
者

が
、

知
床

横
断

道
路

調
査

な

ど

の
ご
縁

で
、
主
体

的

に
対
応
す

る

こ
と

に
な

っ
た

。

森
林

復

元
事
業

は
、

ス
タ
ー

ト
し

て
か

ら

=

二
年

目

で
あ

る
。
植

栽

木
も
伸

び
出

し
、

観
光

客

の
視
野

に
入
る

よ
う

に

な

っ
て
ぎ

た
。

二
〇
年

目

に
は
、

か

な
り
立

派

な
森

林

が
出

現

す

る
、

と
予
想

さ
れ

る
。

調
査

地

の
概

要

調
査

地

は
、
主

と
し

て
、

岩
尾

別
台

地
側

で
あ

り
、
知

床

五
湖

道

路
沿

い
の
数

点

で
あ

る
。

ウ

ト

ロ
周

辺

の
気

候

は
、

地

の
涯
と

よ
ば

れ

て
、

た

い

へ

ん
厳

し

い
よ
う

で
あ
る

が
、
実

際

に
は
、

オ

ホ
ー

ツ
ク
海

沿

岸

で
は
、

最

も
温
和

(
温

か

さ

の
指

数

が

五
三

・
六
)

な

の

で
あ

り
、

森
林

植
生

と

し

て
、

温
帯

系

の
植
物

が
実

に
曲
豆
か

で
あ

る
。

根

張

り
空
間

(
土
壌

)

は
、

母
材

が
斜

里

ロ
ー

ム

(
降

下

火

山

灰
、

細
粒

)

で
あ
り
、

深

め

で
、

化
学

性

に
す

ぐ
れ
、

農

耕

に
適

す
る
。

こ
の
土

地
は
、

大

正
年
間

か
ら
開
拓

さ

れ
た

が
、

そ
れ

以

前

に
は
、

原
生
林

と

し

て
の
冷
温

帯

広
葉
樹

林

(
+
針

広
混

交

林

)
が
存

在

し
た
、

と

み
ら

れ
る
。

農
耕

放
棄

後

に
は
、

栽

培
牧

草
類

が
残

り
、

繁
茂

し

て
、
森

林

の
自
然

回
復

(
種

子

散
布

に
よ
る
木

本

の
侵

入
と
定

着

"
い
わ
ゆ

る
サ

ク

セ

ッ

シ

ョ
ソ
)

を
妨
げ

て
い
る
。

こ
の
牧
草

繁
茂

地

へ
、
苗

木
植

栽

し

て
、

山
地

で

の
保

育
方

式
を

行

っ
た

の
が
、

が
ら

な

い
主
な
原

因

と

い
え
る

の

で
あ

る
。

成
績
の
上

従

来

の
植
栽

成
績

五
、

六
年

前

に
は
、
観

光

道
路

か
ら

み
る
と
、

運
動

地

の

植

栽
木

は
、
新

植
事

業

で
も

、
記
念
植

樹

で
も
、

ほ
と
ん
ど

が
、
草

負
け

し

て
、

い
じ
け

て
、

と

て
も

成
林

す
る

よ
う
な

樹
勢

で
は
な

か

っ
た
。

サ

サ
地

や
低
木

類

生
育
地

で
は
、

苗

木

の
保
育

と

し

て
、

下
刈

り

を
年

に

一

(～

二
)
回
、

五
年

間

く
ら

い
継
続

す
れ

ば

よ

い
の

で
あ

る
。

だ
が
、

刈

ら
れ

る
た

め

に
あ
る
牧
草

類

は
、
年

に

三
回
く

ら

い
下
刈

り

さ
れ

な
け
れ

ば
、
苗

木

の
受
光

や
根
張

り

を
、

妨
害

し

て
し
ま

う

の

で
あ

る
。

こ
う

し
た
苗

木
は
、

体
力

不

足

で
、
越

冬
が

困
難

と
な

り
、

翌
春

の
新
条

の
展
開

も

不
十

分

に
な

ら
ざ

る
を

え
な

い
。

し
た
が

っ
て
、

一
〇
年

間
も

下

刈

り
を
継

続
し

て
も
、

苗

木
が
草

丈
を

抜
け

出
せ

な

い
こ
と

に
な
る
。

そ

の
ほ
か
、
寒

風
害

、

雪
害
、

食
害

な
ど

も
、
苗

木

の
独

り
立

ち
を

阻
害

し

て
ぎ
た
。

植
栽

事
業

を
成

功

さ
せ

る
た

め
に
は
、

難

し

い
事

例

で
懸

命

な
努

力

を
す

る
よ

り
も
、

良

い
事

例

を
調
査

し

て
、

そ

こ

か
ら

ヒ
ソ
ト
を
得

て
、

容
易

な
箇
所

か

ら
成
果

を
上
げ

て
ゆ

く

こ
と
が
重

要

で
あ
る

。

幸

い

に
も
、

カ
ラ

マ
ッ
防

風
林
帯

に
保
護

さ
れ

た
区

域

で

は
、
植
栽
苗
木

の
良
好
な
生
育
が
始
ま

っ
て
い
た

(
写
真

1
)
。

筆
者

は
、

こ
れ

を
見

て
、
良

い
提
案

が

で
き
る
、

と
感

じ
た
。

苗
木

の
伸

び
は
、

一
年

毎

に
区
切

る
と
、

図

1
の
よ

う

で

あ

る
。

つ
ま

り
、
植

栽

し

て
数
年

間

の
伸

び
は
ご

く
小

さ

い

が
、

そ

の
後

に
加
速

度
的

に
大
き
く

な
る
。

ぐ

ー
ん
と
伸

び

出

す
ま

で

の
、

数
年

間

の
徹
底

し
た

下
刈

り
が
大

切
な

の

で

あ

る
。
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天
然

生
林

の
残

存

こ
の
運

動

地
内

に
は
、
天

然
生
林

が
残

存

し

て

い
る
。

お

そ

ら
く
、

そ

う
し

た
場

所
は

、
開
拓

当
時

の
不

可
耕

地

(浅

い
土

壌

)

や
排

根
線

(帯

)

な

の
で
あ

ろ
う
。

そ

こ
で
は
、

ミ

ズ

ナ
ラ
な

ど

の
大

径
優

良
木

や
薪

炭
材

の

伐
採

は
あ

っ
た

も

の

の
、

離
農

後

に
、

森

林
が

再

び
自

然

回

復

し

て
、
徐

々
に
、

母
樹

林

と
し

て
機

能

し
始

め
、
林

縁

と

旧
耕
地

の
境

界

に
、
牧

草

類
を
被

陰

し

て
、

耐
陰

性

の
樹
種

の
種

子

の
発

芽
、

成
長
を
促

し

て
、

天
然
更
新

を
生

じ
さ

せ
、

少

し
つ

つ
森
林

を

拡
大

し

つ
つ
あ

る
。

図

2
は
、

そ
う

し

た
天
然

生
林
分

の

一
事

例
と

し

て

の
ト

ド

マ
ッ

・
広
葉

樹

混
交

林
分

で
あ

る
。

こ

こ

で
は
、

ト
ド

マ

ツ
が
主

要
構
成

者

で
あ

る
が
、

ミ
ズ

ナ
ラ
、

ダ
ケ

カ

ン
バ
、

ハ
リ
ギ

リ
、

イ

タ
ヤ

カ

エ
デ

な
ど

も
混
交

し

て

い
る
。
林

冠

木

は
高

さ

八
～

一
二
層

、
胸

高
直

径

が

一
五
～

三
〇

興
ン
で
、

密
度
が
約

九
〇

〇
本
/

㎞

で
あ

る
。
低
木

層
～
草

本
層

に
は
、

よ

り
多
く

の
木

本
種

が
生

育

し

て
い
る
。

カ

ラ

マ
ツ
防

風
林

帯

一
〇

〇

平
方
)
川
運

動
地

は
旧
農

耕

地

で
あ
る

か
ら
、

羅
臼

岳

颪

か
ら
農
作

物

を
保

護

す
る

目
的

で
、
網

走
支

庁
林

務
課

に
よ

っ
て
、

カ

ラ

マ
ツ
防

風
林
帯

が
造

成
さ

れ

て
き
た
。

十

分

な
防

風
機
能

を

発
現

す

る
前

に
、
離
農

が

生
じ

た

の

で
あ

る

が
、
植

栽
木

は

そ

の
後
も

順
調

に
伸

び

つ
づ
け

て

い
て
、

三
〇

年
生

で
、

高

さ
が

一
〇
～

一
四
)
川
に
、
胸

高
直

径

が

一

五
～

二
〇
弛
ソ
に
も
達

し

て
い
る

(
写

真

2
)
。

樹

幹
解
析

を

し

た

1
本

は
、

樹
齢

が

三

二
年

生

(林

齢

が

三
〇

年
生

)

で
、
高

さ

が

=
二
・
○
層

あ

り

(年

伸
長

量

が

四
〇
/

二
〇

～

五
〇
些

)
、
胸
高

直
径

が

一
七

・
五
袖
ソ

(年

輪

幅

が

一
～

四
、、、リ
)

、
樹

皮

つ
き
材
積

が
○

・
一
五
立

方
層

に
達

し

て
い
た
。

林
齢

五
年

で
三

・
三
)
川
、

一
〇

年

で

五

・

六
)
川
、

一
五
年

で
七

・
六
層

、

二
〇

年

で
九

・
九
り
川
、

二

五
年

で

一

一
・

一
)
朋
の
樹

高

で
あ

っ
た
。

こ
れ

ら
が
、

一
〇
年
前

の
植

栽

ス
タ
ー
ト
時

点

か
ら
、

ト

ド

マ
ツ
、

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
な
ど

の
植

栽
木

に
良

い
影

響
を
与

え

て

い
る
。

風

か

ら
保
護

す
る
、

子
守

り
木

と

し

て
役
立

っ

て

い
る

の
で
あ

る
。

図

3

に
、

カ

ラ

マ
ッ
林
帯

に
挟

ま
れ

た
、

旧
農

耕
地

で
の

植

栽
木

の
成

長

を
示

す
。
積

雪
、
牧

草
対

サ
サ
、

土
壌
、

食

害

ほ
か

の
諸

因

子
も

入
る
が
、

風

下
側

が
良

く
、

風
上
側

が

良

く
な

い
傾

向
が

み
ら

れ
る
。

ま
た
、

試
験

的

に
、
防

風
林

帯

の
カ

ラ

マ
ッ

の
裾

枝
打

ち

お

よ
び
間

伐

を
実
施

し

て

い
る
。

劣
勢

木

の
間

伐
を

し
、

手

の
届

く
範

囲

の
下
枝

を
打

つ
こ
と

に
よ

っ
て
、
林

内

通
行

を

容
易

に
し
、

枯

れ
枝
を
除

い
て
カ
ラ

マ
ッ
の
健

全
度

を
高

め
、

林

床

に
光

と
風

を

入
れ
、

天
然
更

新
を

促
進

し

て
、
生

育
す

る
実
生

や
若

木

の
頭
打

ち

を
解
消

し
、

た

ね
播
き

を

し

て
、

将

来
、

カ

ラ

マ
ッ
を
漸

次

に
減
ら

し
、

天
然
林

に
誘

導

し

て

カ ラマ ツ防風林 帯写2

卓越風一

牧 草 地 牧 草 地

イ ネ科牧 草 の繁 茂 クマイザ サ の侵 入

B1～B10シ ラ カンバ植 栽列Pg/～Pg5ア カエゾ マ ツ植栽 列Soi1/～3土 壌 断 面

図3カ ラマ ツ林 帯 に挟 まれ た植栽 木 の成長 状:態
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裾 枝打 ちに参加 したみ な さん写3

ゆ
く

の
で
あ

る
。

蛇

足

な
が

ら
、

ボ

ラ

ソ
テ

ィ
ア

・
レ

ソ
ジ

ャ
ー

た
ち

の
研

修

で
は
、

こ
の
裾
枝
打

ち
と
間

伐
が
採

り
入
れ

ら
れ

て

い
て
、

国
立

公
園

で
木

が
切

れ

る
、

と
好

評

の
よ
う

で
あ

る

(写

真

3
)

。

さ

ら

に
、

カ

ラ

マ
ッ
は
、

一
〇
年

く

ら

い
前

(林

齢

が

二

〇

年

生

)
か

ら
、
種

子

の
生
産

を
開

始

し
た

の

で
、

牧
草

の

衰

え

始

め
た
場

所
、

地
持

え

し

て
苗

木
植

栽

し
た
場

所

に
、

旺
盛

に
天
然
更

新

し

つ

つ
あ

る
。

カ

ラ

マ
ッ
は
、
知

床

の
樹

木

で
は
な

い

(異

郷
土

樹
種

)

の

で
、
増

や
す

べ
き

で
な

い
、

と
の
意

見
も

あ
る

が
、
開

拓

の
歴

史

の
証

人

で
も
あ

り
、

草
地

へ
の
パ
イ

オ

ニ
ア
樹
種

と

し

て
も
、

活

用
し

て
ゆ

く

こ
と
が

必
要

で
あ

ろ
う
。

後
述

の

よ

う

に
、

ま
ず

、
林

地
化

し

て
、

そ

の
後

に
、

天

然
生
林

に

誘

導

し

て
ゆ

け
ば

よ

い
、

と

思

わ
れ

る
。

植

栽
木

の
保
育

方
法

植
栽

木
は
、

当
初

、

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ツ
、

シ
ラ

カ

ソ
バ
が
主
流

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、
最

近

に
な

っ
て
、

こ

れ
ら

に
加

え

て
、

ミ

ズ
ナ

ラ
、

ケ
ヤ

マ

ハ
ン
ノ

キ
ほ
か

も
植

栽

さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た
。

シ
ラ
カ

ソ
バ

は
、
梢

端
部

の
食
害

を
免

れ

る

サ
イ

ズ
に
な

る
と
、

今
後

は
雪
害

(
積
雪

の
沈
降

圧

)
を
受

け
始

め

る
。

雪
害

は
、
幹

折
れ

や
枝

抜

け

に
よ
る
芯

腐
れ
、

萌
芽

小
幹

の

萌

出
、
食
害

の
再
発

な
ど

を
も
た

ら
す
。

そ
の
対
策

と
し

て
、

裾
枝
打

ち

が
あ

る
。

カ

ソ
バ
類

は
、
枝

打
ち

に
よ
り
、

腐
朽

し

や
す

い
の

で
あ

る
が
、
勇

定
鋏

で
切
れ

る
太
さ

で
あ
れ
ば

、

一
年

く
ら

い

で
傷

口
が
癒

合
す

る
。

ア
ヵ

エ
ゾ

マ

ッ
お

よ
び

ト
ド

マ
ッ
は
、
下

枝
が

落
ち

に

く

く
、
積

雪

下

で
は
、

ペ
ス
ト

(
や

っ
か

い
も

の
)

の
巣

に
な

り

や
す

い
。

ま

た
、
枯

れ

て
も
、

落
ち

に
く
く
、

肥
大

成
長

に
と
も
な

っ
て
、

腐
朽

菌

が
材
中

に
取

り

込
ま
れ

、
後

年

の

材
腐

朽

に

つ
な

が
る
。

そ
れ

で
、

試
験

的

に
、
複
梢

整

理

と

合

せ
て
、

裾
枝
打

ち
を
実

施

し
た

(
写
真

4
)
。

こ
れ

に
も
、

ボ

ラ
ソ
テ

ィ
ア

・
レ
ソ
ジ

ャ
ー

た
ち

に
参

加
し

て
も

ら

っ
た
。

糸

打
ち

と

い

っ
て
、

枝

が
細

い
ほ
ど
良

い

の
で
あ

る
が
、

幹

が
細
す

ぎ
る

と
、
後

述

の
よ
う

に
、

無
枝

部
分

の
樹

皮

に

エ
ゾ

シ
カ
の
食
害

が

生
じ

や
す

い
.

そ
れ

で
、

ま
ず
、

直
径

が

一
〇
弾
ソ
に
な

る
ま

で
は
、
高

さ

五
〇

袖
ソ
く
ら

い

で
止

め

て

お
き

、

シ
カ
が
首

を

差

し
込

み

に
く

く
し

て

い
る
。

更
新

の
た

め

の
播

種

裾

枝
打

ち

に
合

せ

て
、

そ

の
根

元
に
、

た

ね
播

き

を
し

て

み

た
。

ミ
ズ

ナ

ラ

(
ど

ん
ぐ

り
)
、

オ

ニ
グ

ル
ミ

(
ク

ル
ミ

殻
果
)
、

エ
ゴ
ノ
キ

(核
果

)
、

エ
ゾ
ヤ

マ
ザ
ク

ラ

(核
果

)

の
よ
う

な
、
大

粒

の
た

ね

(種

子

を
含
む

散
布

体

)
な
ら

、

取

り
扱

い
も

や
さ

し
く
、

動
物

散
布

タ

イ
プ

で
あ

る
か

ら
、

比
較

的

に
耐
陰

性

が
あ

る
。

写

4

ア
カ

エ
ゾ

マ
ッ

の
裾

枝

打

ち

枝
打

ち

が
進

む

と
、
播

種

さ
れ
た
樹

種

の
実
生

も
成

長
を

し

て
、

や
が

て
、

混
交

林

に
近

づ

い
て
ゆ

く

こ
と

に
な
る
し
、

天
然

更
新

の

た
め

の
母
樹

群

(
種
子

源
)

と
し

て
も
働

く

よ

う
に
な

る
。

天
然

更
新

へ
の
期
待

周
囲
を

天
然

生
林

に
取

り

囲
ま
れ

、
運
動

地
内

に
も

天
然

生
林

が
存

在
す

る

の
で
あ
る

か
ら
、

風
散
布

、
動

物
散

布
を

問

わ
ず
、

大

い

に
天
然
更

新

を
期
待

す

べ
き

で
あ
る
。

こ
の

こ
と
は
、

多

く

の
識

者

に
言

わ
れ

て
き
た

が
、
行

う

は
難

し

で
あ
る
。

風
散
布

樹
種

に
は
、

ヤ

ナ
ギ
類
、

カ

ン
パ
類
、

ハ
ソ
ノ
キ

類
、

ニ
レ
類

な
ど

が
あ

る
。

こ
れ

ら
は
、
裸

地

に

一
斉

に
、

先
駆
的

に
侵

入
す

る
か
ら
、
牧
草

類

の
繁
茂

し
た
場

所

に
は
、

母
樹
群

が
近

く

に
あ

っ
て
も
、

森
林

を

つ
く
り

え
な

い
。

そ

こ

で
、
先

住
草

本

を
根

こ
そ
ぎ
除

去
す

る
、

幅

の
広

い
、

地

剥

ぎ
地
持

え
が

必
要

に
な

る
。

試
験

的

に
、
幅

が
○

・
五
～

一
・
○
)
川
程
度

の
裸

地
を

つ

く

っ
て
み
た

ら
、

一
年

で
草

本

が
回
復

し

て
し
ま

い
、

実

生

は
簡
単

に
被

圧

さ
れ

て
し

ま

っ
た
。

そ
こ

で
、

次

に
、

ブ

ル
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ド

ー

ザ
ー

に
ょ

る
、

幅

広

い
地

剥
ぎ

を
実

施

し

た
。

こ
こ

へ

の
、

広

葉
樹

類

の
先
駆
侵

入

を
楽

し

み

に
し

て
い
る
。

た
だ

し
、

散
布

さ
れ

る
た

ね

に
は
、
年

に
よ

っ
て
豊
作

不

作

が
あ

り
、

い

つ
も
成
功

す

る
と

は
限

ら
な

い
。

経
験
的

に

は
、

多

く

の
樹

種

で
、

西
暦

の
奇
数

年

が
豊
作

、

偶
数
年

が

不
作

の
傾
向

で
あ

る
。
豊

作
年

を
見

込

ん

で
、

そ
の
夏
～
秋

に
地

剥

ぎ
す

る

こ
と
が
賢

明

で
あ

る
。

果

肉

を
食

べ
ら

れ
、
種

子
を

ば

ら
播

い
て
も
ら

う
被
食
型

(
消

化
管

通
過

型

)

の
た
ね

(
く

だ
も

の
類

)
散

布

で
は
、

偶

然

が
支

配

す
る

が
、

や
は

り
、

な
る

べ
く

近
く

に
母
樹

群

が
あ

っ
た
方

が
よ

い
。

エ
ゾ

リ

ス
、

ミ
ヤ

マ
ヵ
ケ

ス
な

ど

に
よ

る
貯
食

型

(隠

匿

貯

蔵

型

)

の
た

ね

(
ナ

ッ
ツ
類

)
散

布

で
は
、
近

く

に
母
樹

型

が

不
可
欠

で
あ

り
、
彼

ら

が
伝

い
来

る
通

路

と
し

て
の
樹

林

が

必

要

で
あ
る
。

天

然

更
新

で
は

、
常

に
、

母
樹
群

の
存

在

が

キ
イ

に
な
る

か
ら

、

天
然

生
林

だ
け

に
期
待

し

な

い

で
、

積
極

的

に
母
樹

群

造

成

を
図

る

こ
と
が

望
ま

し

い
。

エ
ゾ

シ
カ

の
食
害

と
対
策

植

栽

苗
木

お

よ
び
若

木

に
は
、
哺

乳

類

に
よ

る
食
害

が
目

立

っ
て
き

た
。

苗

木

の
サ
イ

ズ

で
は
、

広
葉

樹
類

は
、

シ
ラ

カ

ソ
バ

、

ミ
ズ

ナ
ラ
、

ケ

ヤ

マ

ハ
ソ
ノ
キ

な
ど
、

す

べ

て
が

い
ち

じ

る

し
く
食
害

さ

れ

て
い
る
。

エ
ゾ

ヤ

チ
ネ

ズ

ミ
、

ユ

キ

ウ

サ
ギ

に
よ

る
被

害

も
み

ら
れ

る
が

、

や
は

り
、

エ
ゾ

シ

カ

に
よ

る
被
害

が

大
ぎ

い
。

か

つ
て
、
防

風

林
と

し

て
植

栽

さ
れ

た

シ
ラ
カ

ソ
バ
は
、

ほ

と

ん
ど
食
害

を
受

け

て
い
な

い
の

に
、

そ

の
後

、

エ
ゾ

シ

カ

の
増

加

に
と
も

な

っ
て
、

一
〇

〇
平

方
層

運
動

で
植

え
た

シ
ラ

カ

ン
バ
は
、

ほ
と

ん
ど

が
食
害

で
消
失

し

た
、

と

い
え

る
状

況

で
あ
る
。

ま

た
、

天

然
生
林

内

や

カ

ラ

マ
ッ
林

帯
内

に
天

然

更
新

し

た
実
生

や
若

木

に
も
、

食
害

が

目
立

っ
て
い

る
。植

栽

さ
れ

た

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ッ
、

天
然
更

新

し

た

カ

ラ

マ
ツ
に
も
、
若

い
幹

に
樹

皮

食

い

の
被
害

が
、

頻
繁

に
見

出

さ
れ

る

(
写
真

5
)
。

シ
カ

の
生
息

密
度

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
を
実

施
す

る

こ
と
が
、

食
害

を
軽

減
す

る
最
善

の
対

策

で
あ

る
。

し

か
し
、

こ

こ
が

国

立
公
園

内

で
あ

る
た

め
に
、
狩

猟

に
よ
る

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル

は

不
可
能

で
あ
る

か
ら
、
次

善

の
対

策

と
し

て
、

植
栽

な

い

し
掻

起

こ
し
区

域
を
、

フ

ェ
ソ

ス
で
取

り
囲
む

こ
と

を
提
案

し

た

い
。

オ

ヒ

ョ
ウ
、

ハ
ル

ニ
レ
の
よ

う

に
、

か
な

り
太

く

な

っ
て
も
樹
皮

が
食

わ
れ

る
樹
種

も

あ

る
が
、

ふ

つ
う
、
樹

皮

が
固

く
な

る
と
、

直
径

一
〇
袖
ソ
を

越

え
れ
ば
、

食

わ
れ

な

く

な
る

よ
う

で
あ
る
。

今

後

の
見
通

し

斜

里

町
役
場

に
よ
る
植
栽

事

業

と
記
念

植
樹
事

業

は
、
当

初

の
経
済

林
造

成
方

式

(
地
上

部

の
み

の
刈
払

い
地
持

え
、

苗

木
植

栽
、

そ
し

て
下
刈

り

)
か

ら
、

漸
次
、

筆
者

の
提
案

も

い
く

ら

か
採

り

入
れ

た
、

こ

こ
に
適

し

た
森

林
復

元
方

式

に
転

換

し

つ
X
あ

る
。

写

5

エ
ゾ

シ
カ

に
よ

る

ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
の
樹
皮

の
食
害

こ
の
新

し

い
方
式

と

は
、

地
剥

ぎ
、
耕

う

ん
地

持

え
、
苗

木
植

栽
お

よ
び
播
種
、

下
刈

り
、

そ
し

て
裾
枝
打
ち

で
あ

る
。

あ
る

い
は
、

天
然

生
林

に
囲

ま
れ

た
利
点

を
活

か
し

て

の
、

天
然
更

新

に
期
待

す
る

ブ

ル
ド

ー
ザ
ー

に
よ
る
掻

起

こ
し
地

持

え
、

パ

イ
オ

ニ
ア
樹
種

に
よ
る
先

駆
林

仕
立

て
、

そ
し

て

後

継
樹

の
導

入

で
あ
る
。

そ

う
す
れ

ば
、

そ

の
後

の
天
然
更

新

の
営
力

(
自
然

の
森

林

復

元
力

)
も
利

用

で
き

て
、
複

雑

で
、

安
定

し
た
、

本
来

の
森
林

が

で
き
上

が

っ
て
ゆ

く

は
ず

で
あ
る

(図

4

)
。

こ

の
よ

う
な
森

林

は
、

野

生
生

物

に
と

っ
て
も
、
開

拓
前

と
同

様

の
、

好

ま
し

い
環

境

と
な

る

に
ち
が

い
な

い
。

こ
れ

ま

で

の
植
栽

木

も
、

適
切

な
保
育

を
通
じ

て
、

そ
れ

な
り

に
、
初

代

の
森

林

を
形

成

し

つ

つ
あ
る
。

こ
れ

ら
が
、

や
が

て
、
現

在

の
天
然

生
林

や
カ

ラ

マ
ッ
林
帯

と
同
様

に
、

母
樹
群

を
形

成

し

て
、

次
代

の
若

木
を

も
た
ら

す

こ
と
は
間

違

い
な

い
で
あ

ろ
う
。

開

拓

に
よ

っ
て
破
壊

さ

れ
た
土

地

に
、

早
期

に
森
林

を
復

元

さ
せ

よ
う
と

す
れ
ば

、
自

然

の
回
復

力
を
待

つ
だ

け

で
は

不
十

分

で
あ
り
、

人
為

的

に
復

元
力

に
弾

み
を

つ
け

て

(
補

助

し

て
)
や
ら

な
け
れ

ば

な
ら

な

い
。

こ
れ

が
、

筆
者

の
考

え
方

(
森
林

哲
学

)

で
あ

る
。

謝

辞
こ
れ
ま

で
の
現

地
調

査

の
実
施

に
あ

た
り
、
筆

者

は
、

次

の
多

く

の
方

々
に
お
世

話

に
な

っ
た
。

付
記

し

て
、
感

謝

の

意

を

表
す

る
。
斜

里
町

役
場

の
午

来
、

阿
部
、
森

、

大
瀬

、

金
盛

、
川

副
、
中

川
、

山
中

ほ
か

の
各

位
、
調
査

助

手

の
久

保

田
、
飯

田
、

丹
羽
、

下

原
、
村

上

の
諸
君
、
資

料

を
提

供

さ

れ
た
専

修
大

学

の
石
川

博
士
、

保
育

作
業

に
協
力

さ
れ

た

知
床

ボ

ラ

ソ
テ

ィ
ア

・
レ

ソ
ジ

ャ
ー
の
み

な
さ
ん
。
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